
メンテナンス

3. 異常を感じた場合の判断と処置

異 常の状 態 原 因
対 処 方 法

お客様で出来る対処 弊社にご連絡下さい

タッチパネルが表示
ヒュ ー ズの溶断 ヒュ ー ズの交換

されない インバ ー タ又は電気部 電気部品修理又は

品断線又はショ ー ト 配線

夕 過負荷
定格電流値まで下げ

回 る
ツ

転 チ 電流値が定格電 攪拌部に処理物が噛み
洗浄

ノ‘゚ 流値を超える
込み

し ネ ベアリング焼き付き ベアリング交換

な Iレ

が モ ー タ破損又は断線 モ ー タ修理又は交換
し‘ 表 圧縮空気 の 圧 力が

ガスシー ル用圧縮空気
0. 35MPa

さ シャフトが手で の圧力低下
であるか確認

れ 回らない

る ベアリング焼き付き ベアリング交換

ネジ・ボルトが緩んでい 緩んでいる箇所を見

る つけて締め付ける

シャフトの曲がり又は シャフトの修正又は
回転がスム ー ズでな 歪み 交換
し‘

ベアリングの磨耗 ベアリング交換

回
ベルトの緩み ベルトの張り確認 ベルトの交換

転 ベアリングの磨耗 ベアリング交換

す
異音がする ター ビンと容器の接 シャフトの修正又は

攪拌部の接触
触の有無確認 交換

る 定格電流値まで下げ

モ ー タ部分異常温度
過負荷

る

上昇
モ ー タの異常 モ ー タ修理又は交換

容器部分異常温度上
ジャケット冷却の異常

ジャケットヘの冷却

昇 水供給の確認

ベアリングケ ース部
ベアリングの磨耗 ベアリング交換

分異常温度上昇



アフタ ーサー ビスについて

修理を依頼される時

修理を依頼される前に、 この取扱説明書をよくお読みください。

再度点検をされても異常がある場合は、 以下の点をお調べの上、 弊社までご連絡ください。

●ご使用機器 フィルミックス56-30型

●お調べいただ＜点

• 製造番号 FM□□ロロロロ（本体銘板に刻印された6桁の数字です。）

• 機械の状況 詳しくお知らせください。

●ご連絡先

プライミクス（株）

サ ー ビス部フリ ー ダイヤル

受付時間（平日）9:00~1 7 : 0 0 

西日本：0120-861-393

東日本：0120-862-393


